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⚫ 不規則抗体スクリーニング陽性時の対応について 

    NHO 三重中央医療センター 羽根頼子 

⚫ 緊急輸血検査について 2 

    桑名市総合医療センター 大矢知崇浩 

 

●不規則抗体スクリーニング陽性時の対応について 

 

赤血球抗体の臨床的意義 

「赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改訂 2 版）」より 

1.1. 臨床的意義のある抗体とは、対応した抗原を有する赤血球を生体内で破壊し、副作用

の原因となる赤血球抗体（以下、抗体）である。 

1.2.規則抗体の抗 A₁、抗 B、抗 A, B は、いかなる場合でも、臨床的意義のある抗体である。 

1.3.臨床的意義のある不規則抗体は、ほぼ例外なく、37℃反応相からの間接抗グロブリン試

験で陽性となる。 

1.4.緊急時、とくに大量輸血を必要とする患者では、救命のため、不規則抗体が存在してい

ても輸血をせざるを得ない場合もある。 

 

不規則抗体スクリーニング（意義） 

 

5.1. 

不規則抗体スクリーニングは、患者血漿（血清）と供血者赤血球間で行われる交差適合試験

と比べ、検出の感度および信頼性の点で優れている。 

可能な限り、不規則抗体スクリーニングは交差適合試験に先立って実施すべきである。 

※あらかじめ不規則抗体スクリーニングを行っておくことで、不規則抗体陽性時スムーズ

に適合する輸血用血液製剤を準備することができ、より安全な輸血が行える。 

 

不規則抗体スクリーニング（検査法） 

5.2. 

間接抗グロブリン試験は、臨床的に意義のある不規則抗体を検出する上で最も信頼できる

方法である。不規則抗体スクリーニングには必須であり、自施設に適した方法を選択して用

いることができる。 

反応増強剤 

1.ポリエチレングリコール（PEG） 

2.低イオン強度溶液（LISS 液） 

㊟今回の改訂で重合アルブミンは反応増強剤から削除された。 
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不規則抗体スクリーニング（条件） 

 

5.2.2 

不規則抗体スクリーニングにおいては、間接抗グロブリン試験を単独で用いることができ

る。ただし、以下の条件を考慮に入れる。 

1）検査実施者について、間接抗グロブリン試験の技能（習熟度）を評価する。[内部精度管

理] 

2）IgG 感作赤血球を用い、抗グロブリン試験の反応性とともに赤血球の洗浄効果を必ず確

認する。[内部精度管理] 

3）定められた基準に従ったとき、既知の臨床的意義のある抗体が検出されることを定期的

に確認する。[外部精度管理] 

4）高感度な方法（反応増強剤を加えた試験管法、カラム凝集法、固相マイクロプレート法

など）を用いて間接抗グロブリン試験を実施する。 

 

間接抗グロブリン試験以外の検査法 

 

5.3. 

酵素法、アルブミン法、生理食塩液法は、不規則抗体を同定する際に有効な場合がある。 

しかし、非特異反応や臨床的意義のある一部の抗体を検出できないため、不規則抗体スクリ

ーニングで実施する意義は低い。 

なお、不規則抗体スクリーニングにおいて、これらの方法を単独で用いてはならない。 

 

不規則抗体同定 

‘可能性の高い抗体’とは？ 

 

陽性を呈した赤血球において 

ⅰ）反応パターンが、抗原表のいずれか 1 つの特異性と完全に一致する抗体（単一抗体） 

ⅱ）異なる検査法で得られた反応パターンが、抗原表の特異性とそれぞれ完全に一致する抗

体（複数抗体） 

㊟反応パターンと反応強度が抗原表の特異性の組み合わせと完全に一致する抗体（複数抗

体）は項目から削除された。 

 

不規則抗体同定 

‘否定できない抗体’を推定 

 

6.1.2. 

消去法による‘否定できない抗体’の推定は、輸血を前提とした場合、原則として間接抗グ
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ロブリン試験の結果を用いて行う。 

 

 

症例紹介 

 

• 症例 1：不規則抗体（単一抗体） 

• 症例 2：酵素非特異反応 

• 症例 3：血液型亜型 

• 症例 4：ABO 不適合妊娠による新生児 

• 症例 5：自己抗体 
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